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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１） 高等専門学校名 

大島商船高等専門学校 

（２） 所在地 

山口県大島郡周防大島町大字小松1091-1 

（３） 学科等構成 

○ 準学士課程 

商船学科,電子機械工学科,情報工学科 

○ 専攻科課程 

 海洋交通システム学専攻 

 電子・情報システム工学専攻 

（４） 学生数及び教員数（平成19年5月1日現在） 

① 学生数 

準学士課程 

学年 1 2 3 4 5 実習生 合計

商船学科 46 38 37 38 40 32 231

電子機械
工学科 41 44 42 43 41  211

情報 
工学科 40 50 37 35 42  204

計 127 132 116 116 123 32 670

専攻科課程 

学年 1 2 合計

海洋交通システム学専攻 2 6 8 

電子・情報システム工学専攻 7 9 16 

計 9 15 24 

② 教員数 

 教授 准教授 講師 助教 助手 合計

一般科目 6 6 2 0 0 14 

商船学科 7 5 1 6 0 19 

電子機械
工学科 5 4 1 1 0 11 

情報 
工学科 4 3 2 1 1 11 

計 22 18 6 8 1 55 

 

２ 特徴 

・ 沿革 

本校は，明治30年10月1日，山口県大島郡立大島海員学校

として創立され，明治 34 年に山口県立となり，その後の時代

の進展とともに，昭和 14 年 8 月に国立大島商船学校，昭和 26

年 4 月に国立大島商船高等学校と改称，昭和 42 年 6 月 1 日，

法律第 18 号「国立学校設置法の一部改正」により，大島商船

高等専門学校となった。平成 19 年，学校創立 110 周年，高等

専門学校として40周年を迎えるに至る。 

 高等専門学校発足時（昭和 42 年）には，航海学科及び機関

学科（2学科1学年2クラス，１クラス定員40名，1学年定員

80 名）でスタート，翌年（昭和 43 年）機関学科を１学年２ク

ラス（１学年３クラス，１クラス定員 40 名，１学年定員 120

名）となる。メカトロニクス分野の発展により昭和 60 年に機

関学科の１クラスを電子機械工学科に改組し，航海学科，機関

学科，電子機械工学科（3学科1学年3クラス，1学年定員120

名）となる。さらに船員制度近代化と合理化，情報技術の発展

に伴い昭和 63 年に航海学科と機関学科を統合して商船学科と

し，新たに情報工学科を設立して，商船学科，電子機械工学科，

情報工学科（3 学科 1 学年 3 クラス，1 学年定員 120 名）に改

組した。平成 16 年 4 月独立行政法人国立高等専門学校機構法

により独立行政法人へ移行し，現在に至る。さらに本学におけ

る更なる高度な教育の充実を目指して平成 17 年度には商船学

科を母体とした海洋交通システム学専攻及び電子機械工学科と

情報工学科を母体とした電子・情報システム工学専攻の２専攻

で構成される専攻科が発足し，平成 19 年 3 月には電子・情報

システム工学専攻の第一期生全員が学位（学士）を取得して課

程を修了した。 

・ 準学士課程教育の特徴 

 準学士課程 5 年間の教育課程において，低学年では「豊かな

教養と広い視野を身に付けるため」の初段階として一般科目を

低学年に多く配置，学年が上がるに従って各学科で必要な専門

科目を徐々に増やす「深く専門の学芸を教授する」カリキュラ

ム構成にしている。また各学科とも 1 年生より実験実習を実施

しており，その内容は専門科目のみならず現代社会において必

須である情報教育も含まれ，「職業に必要な能力の育成」の観

点に沿ったものとなっている。またインターンシップへの取り

組みを重視し，平成18年度では多くの学生が参加している。 

準学士課程では，課程を卒業する学生の約 20％が進学，

80％が就職であり，就職企業先では大半が学科の教育課程に合

致した企業であり，進学先では商船学，理工学分野の大学およ

び専攻科であり準学士の教育課程が十分機能していることがわ

かる。 

・ 専攻科課程教育の特徴 

 専攻科課程では，高度な専門知識と技術を教授し，創造性豊

かで技術革新と社会情勢に対応できる高度な海運管理者・研究

開発技術者を育成するために設置され，海洋交通システム学専

攻（海洋系）では，すでに乗船実習を修了した学生が，海上の

みならず陸上の国際物流の管理業務を担うことができる管理技

術者の育成を目指したカリキュラム構成としている。また電子

・情報システム工学専攻（工業系）では，メカトロニクス分野

および情報分野における研究開発技術者の育成を目指したカリ

キュラム構成としている。またボランティア活動をカリキュラ

ムに組み入れ，学生のボランティアに対する意識の向上を図っ

ている。さらに座学とは別に校内での専攻科の行事や研究発表

会等においては学生自身での企画運営を基本としており，学生

には自ら行動することにより自身の社会人としての自覚を持た

せる試みを行っている。平成 19 年 3 月には工業系第 1 期生の

修了生を輩出し，修了生全員が学位（学士）を取得しているこ

とから教育課程が十分機能していることがわかる。
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Ⅱ 目的 

 「我が国のものづくりの技術基盤を支え，質の高い専門性を有し，創造性に富み，国際感覚を身につけた視野

の広い実践的技術者を育成する」ことを養成すべき人材像として，本校では以下に示す教育理念，目標を掲げて

いる。 

 

１．教育理念 

 本科 5 年間（商船学科は 5 年 6 ヶ月）における一貫教育によって海洋に育まれる心豊かでたくましい海運技術

者並びに創造性豊かな工業技術者の育成を目指す。さらに専攻科では高等専門学校の基礎の上に，更なる高度な

専門知識と技術を教授し，技術革新と社会情勢に対応できる海運管理者及び工業技術者を育成することを目指す。 

２．教育目標 

２．１ 本校の教育目標 

準学士課程及び専攻科課程の学生に対して以下に示す教育目標を掲げ，教育を行っている。 

（１） 豊かな教養と国際感覚を身につけた，視野の広い技術者を養成する。 

（２） 協同の精神と責任感を培い，集中力・忍耐力を養い，指導者として必要な能力を育成する。 

（３） 探究心を養い，身体を鍛え，先人の遺産を学び，新技術を創造できる能力を育成する。 

２．２ 準学士課程各科の教育目標 

（１） 一般教育課程 

 一般教育課程では「広く社会的視野に立って物事を理解できる教養豊かな国際人となること，また専門的知

識や技術を身につけるために必要な基礎知識を修得すること」を教育目標としている。この教育目標を実践す

るため教養教育に関する目標は，「基礎科目における学力の底上げとその向上」「国際社会に通用するコミュ

ニケーション能力」の二つを掲げている。前者については，一般理数系科目を特に低学年を重視して配置する

とともに，社会に出るための準備段階として，技術者としての倫理を身に着けるための社会系の科目も高学年

で開講している。後者については，全学科とも特に英語に重点を置き，オーラルコミュニケーションを含んだ

基礎から工業英語に至るまでの教育を行っている。さらに，近年のアジアの発展に着目し，高学年に第二外国

語として「中国語」「ハングル」も取り入れている。 

（２） 専門教育課程 

 専門教育では，基礎知識の習得や実験・実習の重視に加え「創造性豊かで高度な幅広い，ものづくり基盤を

支える技術者の養成」を目標としている。各学科とも創造力をつける訓練としての科目として，「創造演習」

（商船学科・情報工学科），「創造設計」（電子機械工学科）を取り入れている。また平成 18 年度からのカリ

キュラム改定により高学年に「自学自習」として，その教科の課題のみでなく，時間を有効利用するように自

分で工夫して勉強する時間を設置している。本科の集大成として，5 学年で行う「卒業研究」において，研究の

進め方，論文の書き方及び発表方法など，技術者として社会に出るための準備が体系的に実施されている。 

（２－１） 商船学科 

 商船学科は航海及び機関コースの両コースが設置されており学科の目標として「広い視野と実践的な能力を

もつ海技士を育成すること」を掲げている。そのために，船舶の安全運行に必要な専門知識を習得し，実践の

場として，練習船で海外や国内各地を訪問しながら，自然や人と触れあい，楽しく充実した航海実習が行われ

ている。 

（２－２）電子機械工学科 

 電子機械工学科では，学科の目標である「電子電気と機械の 2 分野を中心とし，これに情報処理・計測制御を



大島商船高等専門学校 

- 3 - 

含めた幅広い学習を基礎理論と実験実習との両面から実施する」に沿い，電子・機械分野だけでなく，情報系や

制御系の講義科目と実験実習が積極的に開講されている。 

（２－３）情報工学科 

 情報工学科では，コンピュータや情報処理に関心を持っている者に情報処理と情報通信の原理と応用について

系統的に学べる環境を提供している。学科の目標では「豊富な IT 技術をもとにした視野の広い応用能力の養成，

グループリーダとしてのコミュニケーションとプレゼンテーション能力の養成，柔軟で創造的なシステムデザイ

ン能力の養成」を掲げ，高度情報通信技術社会に対応できるエンジニアを育成するための対応が取られている。 

以上のように，本校の準学士課程３学科は，学科ごとにそれぞれの特色を出しつつ，本校の教育に関する目的

を達成するための目標を掲げ，教育を行っている。 

２．３ 専攻科の教育目標（専攻別，共通を含む。） 

 専攻科では本校教育目標を基礎として以下の教育目標を掲げ，優れた専門性と豊かな人間性を有する海運管

理者と工業技術者の育成を目指している。 

（１） 海洋交通システム学専攻 

○ 海洋を中心とした国際物流管理分野及び海事関連分野で活躍できる海運管理者の育成 

（２） 電子・情報システム工学専攻 

○ 電子・情報システムに関する高度な研究開発ができる実践的開発技術者の育成 

（３） 一般教養課程および専門共通科目 

○ IT 教育により，高度なコンピュータ援用能力を持つ技術者の育成 

○ 国際化教育により，語学力や文化的教養を持つ技術者の育成 

○ 福祉や環境に常に関心を持つ技術者の育成 

以上のように，本校の専攻科課程２専攻は，専攻ごとにそれぞれの特色を出しつつ，本校の教育に関する目

的を達成するための目標を掲げ，教育を行っている。 

２．４ 卒業・修了時に達成される基本的な成果 

 本校の教育課程は，準学士課程および専攻科課程の教育目標に沿って系統的に配置されており，準学士課程

入学より，5 年生を卒業するまでの 5 年間（商船学科は 5 年 6 ヶ月）の学修と専攻科 2 年間の学修によって以下

の基本的な成果を身につけることができる。 

（１） 準学士課程 

一般教育課程では，広く社会的視野に立って物事を理解できる能力，コミュニケーション能力，専門的知識

や技術を身につけるために必要な基礎知識，専門教育課程では一般教育課程を基礎として，安全に関する意識

（商船学科），実験・実習の重視及びものづくり基盤を支える創造性，プレゼンテーション能力，IT を活用す

る能力（電子機械工学科，情報工学科）などを身につけることができる。 

（２） 専攻科課程 

 準学士課程を基礎として，専門科目の履修より発展的な専門知識・技術を身につけることができる。特別研究，

特別実験および演習の履修や研究成果の校内外での発表により創造的研究開発能力を身につけることができる。

またボランティア体験を通して地域への社会貢献や活動の意義を体得できる。 
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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

本校が位置する周防大島は，周囲を瀬戸内海に囲まれ，島内全人口約23,000人のうち，65歳以上の老人は43％を占

め，全国平均の17％に比べてはるかに高い。しかし，多くの高齢者が島の沿岸等で漁業を営んだり，山の斜面で特産

物の大島みかんを栽培したりするなど，元気に働いており，生涯現役の島といわれている。また，気候も温暖で，1

日のうちで4時間以上太陽の照る日が2000年を例にとると233日あり，県庁所在地の山口市に比べて，32日も多い。

このような立地条件の中で本校は商船高専として，商船学，工学，そして一般科目といった教育研究内容が大きく違

う多彩な人材と商船高専独自の研究施設が揃っているという点が本校の特色でもある。更に，この様な人材と施設を

有機的に結びつけるための工夫がなされている。 

上記のような地域の特性と学校の特色を鑑み，県東部唯一の工業系学科を持つ高等教育機関として，教員は教育内

容を技術の進展と社会の要請に対応させるために研究活動を行うことを基本に，以下のことを研究活動の目的として

いる。 

 
これらは，本校が地域社会との連携を図るために設置した地域協力委員会の目的として掲げてある（資料Ａ－Ⅲ－

１－１）。この目的は，独立行政法人国立高等専門学校機構法第三条「機構の目的」及び第十二条「業務の範囲等」

に一致するものである（資料Ａ－Ⅲ－１－２）。 

  上記の目的を達成するために，以下の(1)～(3)を目標として掲げている。これらは地域協力委員会の基に設置した

地域協力センターの具体的業務として公表されている（資料Ａ－Ⅲ－１－１）。 

(1) 科学技術相談 

地域の特性と周辺環境を意識した特色ある研究を推進し，科学技術相談を行う。 

(2) 生涯学習相談 

練習船などの商船高専独自の施設と人材を活かした研究を行い，公開講座や出前授業を通して，地域の生涯学

習相談を行う。 

(3) その他 

 研究活動を通して教育の質向上に努める。 

 

大島商船高等専門学校の教育・研究分野や共同研究・受託研究の成果などの情報を広く提供し，地域社会との連

携を図り，もって本校の充実，発展に資することを目的とする。 
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 資料Ａ－Ⅲ－１－２ 

  

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構法 抜粋） 

 

 

 

(機構の目的) 

第三条  

独立行政法人国立高等専門学校機構は，別表の上欄に掲げる高等専門学校を設置すること等に

より，職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成するととも

に，我が国の高等教育の水準の向上と均衡ある発展を図ることを目的とする。 
（業務の範囲等）  

第十二条 
三  機構以外の者から委託を受け，又はこれと共同して行う研究の実施その他の機構以外の者と

の連携による教育研究活動を行うこと。  
四  公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。  
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資料Ａ－Ⅲ－１－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校規則集） 

 

  

大島商船高等専門学校地域協力委員会規則 制 定 平成元年１０月１日 

（目的） 

第１条 大島商船高等専門学校（ 以下「本校」という。）の教育・研究分野や共同研 

究・受託研究の成果などの情報を広く提供し，地域社会との連携を図り，もって本 

校の充実，発展に資することを目的として大島商船高等専門学校地域協力委員会 

（以下「委員会」という。）を置く。 

（地域協力センター） 

第２条 前条の目的を達成するため，地域協力センターを設置し，次の業務を行う。 

（1） 科学技術相談 

（2） 生涯学習相談 

（3) その他地域協力センターの目的を達成するために必要な業務 

２ 地域協力センター長は，校長が任命する。 

（審議事項） 

第３条 委員会は，前条の業務を達成するため，次の各号に掲げる事項を審議する。 

（1） 地域の企業，団体，機関その他からの技術相談，技術指導，研究協力並びに生涯学習に役立

つ企画協力等（ 以下「地域からの要請等」という。） に関すること。 

（2） 地域協力の方策の立案に関すること。 

（3） 公開講座及び出前授業の企画及び立案に関すること。 

（4） その他必要な事項 

（組織） 

第４条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（1） 教務主事 

（2） 各学科主任及び一般科目主任 

（3） 地域協力センター長 

（4） 庶務課長，会計課長及び学生課長 

（5） その他校長が必要と認めた者 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。ただし，委員長に事故があるときは，あらかじめ

委員長が指名した委員がその職務を代行する。 

（地域からの要請等の受入れ決定） 

第６条 地域からの要請等の受け入れは，委員会の協議に基づき，校長が決定する。 

ただし，委員長が必要と認めるときは，関係者の意見を聴くものとする。 

（意見の聴取） 

第７条 委員会は，必要に応じ委員以外の者の出席を求めてその意見を聴くことができる。 

（事務） 

第８条 委員会の事務は，庶務課において処理する。 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会が別に定める。 
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２ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備

され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校は，地域の特性と周辺環境を意識した特色ある研究を推進し科学技術相談を行う，練習船など

の商船高専独自の施設と人材を活かした研究を行い，公開講座や出前授業を通して地域の生涯学習相

談を行う，研究活動を通して教育の質向上に努めるという三つを研究活動の目的としている。この目

的達成のため，地域協力センター，練習船運航委員会，校長室などの研究支援体制がある。これらに

ついて詳しく説明する。 

本校では，組織的に研究活動を推進するため，また，地域社会との連携を深めるため，平成元年に

地域協力委員会を立ち上げた（資料Ａ－Ⅲ－１－１）。更に，平成１６年にはこの委員会のもと地域

協力センターを設置し，「生涯学習相談」と「科学技術相談」の二つを柱に活動を行っている。この

地域協力センターの事務組織による支援体制は庶務課が担当している（資料Ａ－１－①－１，資料Ａ

－１－①－２）。 

地域協力センターにおける「科学技術相談」は，研究分野を商船，機械，電気など八つの分野に分

け全教員を対応可能にしている（資料Ａ－１－①－３）。また，地域協力センターは，産業界及び官

庁との連携と相互の情報交換を目的に，財団法人やまぐち産業振興財団主催の地域別産学公技術交流

会への参加を続けている（資料Ａ－１－①－４）。この交流会では，県内にある大学高専の研究者が

講演やパネル発表を行い，共同研究への展開を図っている。また，平成１８年度からは徳山高専主催

の産学交流会へも参加し，研究活動を広く公表している（資料Ａ－１－①－５）。更に，企業訪問に

よる技術相談のための訪問調査や地域協力センターでの技術相談を行っている（資料Ａ－１－①－

６）。 

周囲を海に囲まれ，多くの高齢者が元気に暮らす地域にある唯一の高等教育機関として地域協力セ

ンターにおける「生涯学習相談」は地域連携の面で非常に大切な役割を担っている。この生涯学習相

談は公開講座や出前授業を通して研究活動を基本に知識や技術を地域に還元している。この公開講座

には，特に地域性を考え，一般科目所属の教員も多く参加し，工学や商船学だけではなく，幅広い内

容を実施している（資料Ａ－１－①－７）。また，公開講座の数は全国高専の中で最も多い部類に属

し（資料Ａ－１－①－８），非常に活発に行われ，受講者からも好評を得ている。これら公開講座の

案内や募集は，単にポスターを近隣の組織に配布するだけでなく，本校のホームページを通して案内

し，電話・FAX・電子メールなど多様な申し込み方法にも対応している(資料Ａ－１－①－９)。 

商船高等専門学校独自の施設として地域協力・研究活動に欠かせない設備が練習船「大島丸」であ

る。現在の大島丸は平成 5 年 12 月に建造され，沿岸区域では 99 人，近海区域では 58 名が同時に移

動できる(資料Ａ－１－①－１０)。この大島丸には船長以下 4 名の教員と 5 名の技術職員が配属され，

教育活動だけでなく，公開講座や体験学習への利用を通して地域協力に貢献している他，この船を研

究施設として利用する研究航海が実施されている。この練習船の運営には練習船運航委員会（資料Ａ

－１－①－１１）があたり，運航に対しては練習船運航委員会にてスケジュールを調整するなど，全

校的に利用する体制が整っている。 

多種多彩な人材や施設がある商船高等専門学校にあって校長のリーダーシップは欠かせない。本校
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では校長室という名前で校長・副校長・事務部長の意見を集約し，それらを実現している。研究活動

においても校長室の存在は非常に大きい。予算面では中期計画達成予算と称し，学校全体として重要

な研究・設備に予算を割り当てている(資料Ａ－１－①－１２)。例えば平成 18 年には 25 件 2,783 万

円の申請の中から校長室がヒアリングを行い，重要と思われる案件に予算的措置を行っている。校長

室はこの様な予算面だけでなく様々な側面から研究を支援している。例えば，商船高専には，商船学

・工学・更には一般科目というように研究分野の大きく違う研究・教育内容があるが，これらをお互

いに理解し有機的に結びつけるために，平成 17 年度より「学科を超えた技術の相互理解を深めるた

めの研修」（資料Ａ－１－①－１３）を実施している。このような多くの人材を結びつけるための研

修を通して，平成 18 年には文部科学省が行っている現代的教育ニーズ取組支援プログラムに二件が

採択されるなどの成果が出ている。更に，「科学研究費補助金に関する説明会ための研修会」(資料

Ａ－１－①－１４)や「特許セミナー」(資料Ａ－１－①－１５)を毎年開くなどして外部資金獲得・

特許取得を支援している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 地域からの科学技術相談の窓口として地域協力センターを設置し，山口県産学連携フォーラムへの

参加，科学技術に関する近隣の企業への訪問調査などを実施し，技術交流を促進している。また，多

くの公開講座や出前授業を企画し，これらをホームページ，ポスター，市町村広報などを通してPRし，

多くの受講者を集める体制が整っている。 

また，商船高専独自の研究施設である練習船大島丸を利用する練習船運航委員会が組織され，練習

船を有効に活用する体制が整っている。更に，校長室がリーダーシップをとり研究活動を予算面だけ

でなく，学科を超えた技術の相互理解を深めるための研修や科学研究費獲得のための研修など，多く

の面から支える体制ができあがっている。 

これらのことから，研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備されている。 

 



大島商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 9 - 

資料Ａ－１－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              （出典 大島商船高等専門学校規則集） 
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資料Ａ－１－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             （出典 大島商船高等専門学校ホームページ「地域との連携・交流」） 
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資料Ａ－１－①－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校研究者マップ） 

 

電子機械工学科 教授 奥野 澄生 

キャッチフレーズ 

  企業における約 32 年間の製品開発の実績がある。特に，最近の鉄道車両技術のうち，設計ｺﾝｾﾌﾟﾄ

作りから開発・設計に至る世界最先端の技術に関与。 

専門分野 

分野 内容 

構造解析 薄板構造物（鉄道車両/車体，台車，クレーン，

化学プラント容器）のＦＥＭ解析・構造体にお

けるスポット溶接部の強度解析 

疲労強度評価 構造体における各種溶接継手 ろう付アルミハ

ニカム構造体・破壊力学による未溶着部の評価

接着，特殊継手（ボルト，ナット，リベット

等）・鉄道車両のトンネル内圧力変動荷重に対

する評価 

材料強度 

座屈強度 軸対称，非軸対称円筒殻・平板，ビード出し外

板，補強板など 

生産技術生産工程 etc 鉄道車両の生産技術，製作の流れ（工程） 

生産技術と製品の性能（特性，精度 他） 

生産加工 

溶接力学 溶接方法，形状と強度，欠陥，残留応力評価

他 

数値解析 ・ＦＥＭ解析・座屈近似解析法 数値解析 

コンピュータ教育 FORTRAN・パソコン 

理論解析，構造規格 軸対称シェル理論 ASME 評価基準（Sect，Ⅲ，

Ⅷ） 

評価・実験技術 構造物の要素モデルによる強度評価技術（抵抗

線ひずみ測定，モアレ法，光弾性法，要素モデ

ル化技術） 

各種疲労試験機を用いた強度評価技術 

SEM による破面解析 

専門分野関連製品化（製品化の方向など） 

・高速新幹線電車「のぞみ」ｼﾘｰｽﾞ 300，500，700 系車両；在来線電車：最近のｱﾙﾐﾀﾞﾌﾞﾙｽｷﾝ構造車両

＆ ｽﾃﾝﾚｽ車両・軸非対称円筒容器（例えば，筑波宇宙ｾﾝﾀ納め世界最大級ｽﾍﾟｰｽﾁｬﾝﾊﾞ他軽量コンテナク

レーン 

学会・教育・社会活動など 

所属学会  日本機械学会会員，日本材料学会会員 

教育暦   大島商船高専 7 年勤務・久留米工業大学非常勤講師・山口大学大学院理工学研究科非常

勤講師・自動車技術会/疲労信頼性部門委員会・日本材料学会/材料講習会講師など 
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資料Ａ－１－①－４ 

 

（出典 財団法人やまぐち産業振興財団監修・技術シーズ集 目次） 
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資料Ａ－１－①－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 徳山工業高等専門学校産学交流ポスター） 
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資料Ａ－１－①－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 産学官・科学技術相談事項表） 
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資料Ａ－１－①－７ 

1
天体観測会

－満月に近い月と木星が並んで見えます
－

5/12(金)
19：00～21：00
天候不良中止

視聴覚教室及び校
舎屋上

小中学生
(保護者か
先生が必ず

10
辻　啓介

(天文同好会)

4/24(月）
～

5/11(木)

2
〈幕末講座〉

郷土の偉人 青木周弼
　－歴史を多角的にみよう－

5/13(土)
13：30～15：00

視聴覚教室
市民一般
中高生

100
田口由香

森本文規氏

4/17(月)
～

5/8(月)

3 ソーラーボートを作ろう！
7/15(土)

09：00～12：00
または

校内 小学生 30
三原伊文
藤谷　親

6/12(月)
～

7/7(金)

4
クルーザーで行く朝鮮通信使の航海の足

跡
7/16（日）

8：30～16：00
すばる桟橋集合 市民一般 10 古藤泰美

6/28（水）
～

7/7（金）

5
針穴写真入門

-ピンホールカメラの製作から撮影・現像
まで-

7/22(土)
09：00～17：00

視聴覚教室・校内周
辺・暗室

市民一般
小中学生

10 新谷浩一
6/19(月)

～
7/14(金)

6
ことばの世界　１

いろは歌と五十音図
7/22(土)

15：00～16：30
本館会議室

市民一般
高校生

30 中澤信幸
6/19(月)

～
7/14(金)

7
映画で学ぶアメリカ文学

～「カサブランカ」と「スカーレット・レター」
～

7/28(金)
18：00～20：00

本館会議室
いずれかの
映画を見た
ことのある方

30 石田依子
6/26(月)

～
7/21(金)

8
パソコンで

自分の家を設計してみよう
－住宅の間取りや外観も－

7/29（土）
13：00～17：00

情報教育センター
第1演習室

市民一般
小中学生

15
北風裕教
宮元　章

7/1（土）
～

7/21（金）

9 親子サバイバルキャンプ
7/29(土)30(日)
08：30～15：30

練習船大島丸
周防大島周辺

親子20組
以内

40
大島丸(安尾
船長ほか)
町教委

7/1（土）
～

7/20（木）

10
デジカメ写真を加工しよう　Ⅲ

－画像を使った
４コマ・ストーリーの作成－

8/5(土)
09：00～16：00

情報教育センター
第1演習室

市民一般
小中学生

20 浦上美佐子
7/3（月）

～
7/28（金）

11 ヨット教室：ヨットに乗ろう！！
8/5(土)

09：00～16：00
ヨットヤード

練習船大島丸

小学5年生
以上

市民一般
10 安尾英昭

7/3(月)
～

7/20(木)

12 少年・少女サッカー教室
8/5(土)

09：30～15：00

本校グラウンド
(雨天の場合は体育

館）

小中学生
(傷害保険
に加入して

40
幸田三広
郡サッカー
協会指導者

7/3(月)
～

7/28(金)

13
数学者

～　真理の探求者達　～
8/5(土)

13：30～15：30
視聴覚教室 市民一般 50 中井洋史

7/3（月）
～

7/21（金）

14
もの作り体験講座

ー身近な材料で作る環境にやさしいエン
ジン・ジャンピングローラ製作！ー

8/6(日)
9：00～15：30

電子実験室
(電子棟３Ｆ)

小中学生 12
川原秀夫
吉田年輝

7/3（月）
～

7/28（金）

15
もの作り体験講座

－電池とモータで動く－
8/18(金)～19(土)
09：30～15：30

機械工作実験室
(電子棟1F)

小学校高学
年・中学生

10 岡野内　悟
7/3（月）

～
8/11（金）

16
初心者向け

設計製図とＣＡＤ

8/21(月)
23（水)25(金)
19：00～21：00

情報教育センター
第２演習室

中学生以上
市民一般

12
川原秀夫
清水聖治
岡野内　悟

7/1(土)
～

7/31(月)

17
〈幕末講座〉

幕長戦争（四境の役）大島口を巡る
－海と陸から見る戦闘地－

9/2(土)
09：00～16：00

練習船大島丸
周防大島町各地

市民一般
小中高生

30

田口由香
大島丸(安尾船

長ほか）
町教委 川 智

8/1(火)
～

8/21(月)

18
ことばの世界　２

平家物語「富士川合戦」を読む
10/14(土)

15：00～16：30
本館会議室

市民一般
高校生

30 吉田郁雄
9/4(月)

～
10/6(金)

19 パソコン環境設定講座
11/23（木）

9：00～16：00
プログラミング演習室 市民一般 10 石原良晃

11/1(水)
～

11/10(金)

20
≪おもしろ雑学講座≫第３弾
「大阪学」はどうでっか？！

～吉本漫才から曽根崎心中まで～

11/18(土)
15：00～16：30

本館会議室
市民一般
大学生
高校生

30 石田依子
10/16(月)

～
11/10(金)

21 ＴＯＥＩＣ  対策基礎講座
11/8(水)、15(水)
18:00～20:00

本館会議室
情報教育センター

市民一般 15 吉留文男
10/2(月)

～
10/26(木)

22
ことばの世界　３

古代日本人と外国語
12/9(土)

15：00～16：30
本館会議室

市民一般
高校生

30 中澤信幸
11/6(月)

～
12/1(金)

　

整
理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年度公開講座一覧

講　座　名 日　時 会　場 対　象
募集
人数

担　当 申込期間

 

        （出典 平成１８年度大島商船高等専門学校ホームページ） 
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資料Ａ－１－①－８ 

 

平成 17 年度公開講座開講予定表 

順位 高専 件数 

1 石川高専 26 

2 函館高専 23 

3 大島商船高専 21 

4 富山商船高専 18 

5 長野高専 15 

 全国 55 国立高専 472 件／ 平均 8.6 件 

          15 件以上の公開講座開講予定高専を抜粋 

（出典 高専機構からのメール資料 2005 年 9 月 13 日付け より抜粋） 
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資料Ａ－１－①－９ 

 

（出典 平成１８年度大島商船高等専門学校ホームページ） 
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 資料Ａ－１－①－１０ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校学校概要）
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                                 資料Ａ－１－①－１１ 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校規則集） 
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資料Ａ－１－①－１２ 

18.7.5
推薦 要求額
順位 (千円)

7月12日 商船 1 朴　鐘徳 補機実験室の学生実験用装置の製作 1,244 18/19
7月12日 〃 2 清水聖治 e-ラ-ニングサイト構築と展開 1,089 17/18
7月18日 〃 3 川原秀夫 セラミックス粒子流動層を利用した熱交換器 679 17/18

7月13日 　〃 5 新谷浩一 国際海上コンテナの戦略的な運用計画に 715 18
*角田哲也
川原秀夫

商船学科小計 5,645
7月12日 電子 1 増山新二 ペルチェ素子の動作特性および除熱効果 953 18/19
7月11日 〃 2 尾形公一郎 微粉末の流動化操作を用いた供給・輸送 458 17/18
7月11日 〃 3 松田充夫 顔認証システムの開発と実証試験 780 18/19

電子機械工学科小計 2191
7月13日 情報 1 松井利幸 マルチメディア教育演習システム 1,095 17/18
7月12日 〃 2 橘　理恵 JAVAを用いたWebプログラミング技術の習 2,600 18/19

災害発生時にも対応可能な安心・安全ネッ
―　D-starの導入実験と評価　―

7月11日 〃 4 岡宅泰邦 数理計画実験教育システム 817 18/19
7月13日 〃 5 比嘉勝也 集積回路製作実習教育システム 3,110 18/19

情報工学科小計 8,044
7月18日 一般 1 上月陽一 塑性変形中の転位と不純物との相互作用 3,233 18
7月14日 〃 1 幸田三広 PWC（水上バイク）レスキューによる危機管 3,300 18～20

*宮奥正道
吉留文男

7月12日 〃 4 田口由香 明治維新と大島周辺に関する研究 230 17/18
7月18日 〃 5 　石田依子 フランス語圏カリブ文学におけるハイブリ 500 18
7月12日 〃 6 吉留文男 志願者のニ-ズ分析と広報活動の改善につ 257 18

一般科目小計 7,570
7月14日 専攻科 1 岩崎寛希 船舶衝突事故におけるレ－ダ航跡を用いた 650 18/19
7月18日 　〃 2 川原秀夫 付着性粉黛体の精密ハンドリング機構の解 522 18/19

専攻科小計 1172
国際交流
（櫛田直規）

その他小計 1,500
学寮

（伊藤正一）

学寮
（伊藤正一）

学生課小計 1717
　計　２５件 　１８年度予算配当　　16,880千円 27,839

北風裕教
RNNを用いた細胞内反応システムにおける
ロバストネス瓦解部位予測

784

平成１８年度中期計画実施要求一覧

ヒアリング日 所属 氏　　　名 プ　ロ　ジ　ェ　ク　ト　名　称 継続年度

18

7月14日 　〃 6
エネルギ-管理士取得強化プロジェクト 1,134 18

7月14日 　〃 4

7月11日 〃 3 浦上美佐子 422 18

7月14日 〃 3
資格試験におけるリスニング力の向上に向
けての対策

50 17/18

7月14日 その他 1
国際連携推進経費 1,500 17/18

7月14日 学生課 1
学生寮パソコン室の備品更新 956 18/19

7月14日 〃 2
学生寮厨房設備の整備 761 18～20

 

 

（出典 会計課中期計画予算資料抜粋） 
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資料Ａ－１－①－１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学科を越えた技術の相互理解を深めるための研修実施要領） 
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資料Ａ－１－①－１４ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校ホームページ） 

 

                      資料Ａ－１－①－１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校ホームページ） 
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観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

 

（観点に係る状況） 

「研究活動の状況」に係る目的で述べた三つの目標に対してそれぞれ順に成果を述べる。 

(1) 地域の特性と周辺環境を意識した特色ある研究を推進し，科学技術相談を行う。 
本校は瀬戸内海に浮かぶ周防大島に位置し，日照時間の長い温和な気候と美しい環境が特徴の

地域にある。このような地域の特性を考え，環境に優しい技術を目指した研究が多く行われている。

これらの中で，企業・大学などの研究機関との共同研究を通して外部資金を導入しているものを資

料Ａ－１－②－１にあげる。 

「太陽光エネルギーで航行するソーラー遊漁船」に関する研究は，島内 6 漁協の全組合員 1,658

人のうち，55.4％を占めている 65 歳以上の漁師に「燃料代は要らない，排気ガスがなく環境に優

しい振動・騒音がほとんどなく，人にも優しい」漁船を提供するものとして非常に注目されている

（資料Ａ－１－②－３）。その他にも，日照時間の長い温和な気候を利用した太陽光発電に関する

研究が積極的に行われている。「太陽光発電の発電効率向上」は本校の太陽光発電施設を利用し，

夏期の高温における発電効率低下を防ぐ研究としてビル建設施工会社との共同研究が進んでいる

（資料Ａ－１－②－４）。「舶用ディーゼルエンジンの燃費改善に関する研究」，「舶用ディーゼ

ルエンジンの大気保全に関する研究」，「実船を利用した舶用ディーゼルエンジンの燃費特性に関

する研究」は，船舶用ディーゼルエンジンの燃費向上による CO2や NOx の排出を防ぐ技術として多

くの舶用エンジン関連企業との共同研究が進んでいる。これらの研究はいずれも現有施設である練

習船大島丸を使って実機テストを行っており，共同研究先から高く評価されている。また，「バイ

オマスからの高付加価値製品の実用化開発」は，産業廃棄物であるおからや未利用の糖資源から，

瀬戸内海で見いだされた新規微生物ラビリンチュラを用いて，栄養剤や飼料などの高付加価値物質

を作る研究で，実用化間近の研究である。 

練習船大島丸は商船高専独自の施設であり，これが舶用ディーゼルエンジンの燃費や大気保全に

関する研究に用いられていることは既に述べたが，この施設は自家発電機能，厨房，宿泊設備など

のライフラインを独自に備えているという特徴がある。そのため平成7年の兵庫県南部地震発生の

時には，陸上交通網が遮断された中，救援物資の運搬などの復旧活動にあたった。この練習船を利

用した災害対策のための研究が行われている（資料Ａ－１－②－２）。「海上無線LANを利用した

小型船舶対象の安心ネットワーク構築」に関する研究（資料Ａ－１－②－５）は，災害に強い船を

基地局にし，周辺の小型船舶を対象としたLAN構築を提供するもので，「2005年総合防災訓練in周

防大島」に組み入れられるなど，地域の防災対策の一環として活躍している。特に，周防大島周辺

の海域は，「伊予灘及び安芸灘」として地震予知連絡会が大きな地震発生の可能性の高さ等を考慮

して全国8カ所の特定観測地域の一つに指定している災害発生が予想される地域でもあり，災害対

策は急務である。また，本校周辺の地域は高齢者が多く，災害時には大きな被害が発生することが

予想される。このような状況に対して，「無線インターネット装置とミニFM送信機による災害時の

情報伝達システム」(資料Ａ－１－②－６)は，ミニFMトランスミッタを用いて，安否情報や救援物

資情報などの複数の情報をデジタル化して，避難所等に設置されているラジオに同時配信できる技

術として特許申請中である。 

この様に美しい環境と高齢化が進む地域に必要な研究とは何かを考え，これに沿った成果が得ら
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れている。また，資料Ａ－１－②－７にあげた研究は，ネットワークを担当する情報工学科教員，

基地局設備を提供・管理する練習船担当教員， そして無線を担当する一般科目教員による共同研

究であり，多種多彩な人材と施設を融合して初めて出来る研究成果の典型でもある。更に，これら

の研究は資料Ａ－１－①－１２に述べた校長室がヒアリングを行った中期計画達成予算を利用して

おり，校長室主導の予算が有効に使われていることを示している。 

(2) 練習船などの商船高専独自の施設と人材を活かした研究を行い，公開講座や出前授業を通して，  

地域の生涯学習相談を行う。 
本校は県東部唯一の工業系高等教育機関であり，地域協力センター活動の一つの柱である「生

涯学習相談」は地域住民の教養向上，地域文化の振興に寄与している。この生涯学習相談は地域

住民に対する公開講座（資料Ａ－１－①－７），小中学校を対象とした出前授業及び体験学習

（資料Ａ－１－②－８）という形で提供している。この中で公開講座数は資料Ａ－１－①－８で

も示したように全国の高専の中でも最も多い部類に属し，その分野は商船学や工学にとどまらず，

文化系や体育系の公開講座も行われ，多くの教員が研究成果を地域に還元する活動がなされてい

る。 例えば，平成 18 年公開講座「幕末講座・幕長戦争大島口を巡る－海と陸から見る」（資料

Ａ－１－②－９）は幕末史が専門の一般科目社会科教員が講師となり，練習船大島丸を使って周

防大島の幕末史跡を見学するものであったが，定員を超えるほどの申し込みがあるなど非常に好

評であった。また，出前授業には環境問題や災害対策を考えた本校独自のテーマが用意されてい

る。このように地域の特性を考慮した上で，学科の枠を超えた人材と商船高専独自の設備である

練習船の共有を行うことにより，優れた活動の成果が上がっている。  

 

(3) その他の成果 
 本校は研究活動を通して教育の質向上に大きな努力を注いでいる。この成果として文部科学省

が行っている現代的教育ニーズ取組支援プログラム（以下，現代 GP と呼ぶ）において，平成 18

年度に２件が採択された。一つは「ニーズに基づく人材育成を目指した e-Learning Program の開

発」分野において「実学重視の e－ラーニングサイト構築と展開－即戦力となる実践技術者養成

を目指して」(資料Ａ－１－②－１０)というテーマで，本校単独の取り組み課題である。もう一

つは，「実践的総合キャリア教育の推進」分野において「海事技術者のキャリア育成プログラム

－強い職業意識と高い職業能力を備えた海事技術者の育成－」というテーマで，富山商船高専を

はじめとする全国五商船高専共同の課題である(資料Ａ－１－②－１１)。本校単独の課題である

「ニーズに基づく人材育成を目指した e-Learning Program の開発」は，本校教育体制を支える

「商船教育」「工学教育」「共通教育」がそれぞれの特徴を活かし，「大型船に対する操船シミ

ュレータ」等の実学コンテンツの提供，海技試験対策等の各種資格試験の合格率の向上，英語運

用能力の向上，を目標に，九つの特色ある e-Learning コース用のコンテンツを作成し，モバイル

エージェント技術により有機的に結合して，より利用し易くするテーマである。これらのコンテ

ンツは操船シミュレータ，モバイルエージェントなどの日頃の研究成果を基盤に，３学科の教員

及び一般科目の教員が取り組んでおり，選定理由の中で「本取組は，商船高等専門学校の特色を

考慮して学生教育に独創的に取り組む内容を，全校的に組織を挙げて取り組んでいる優れた取組

です。」との高い評価を得ている(資料Ａ－１－②－１２)。 一方，「海事技術者のキャリア育成

プログラム－強い職業意識と高い職業能力を備えた海事技術者の育成－」のテーマでは，海事技

術者としての高い職業意識・能力の育成を目指し，商船学科の正課教育と連携し，相補うキャリ
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ア育成プログラムを開発，実践することに，全国の５商船高専の連携教育改革事業として取組む

テーマであり，本校は WEB 講義システムの開発と論理性・表現力育成講座の構築を担当している。

この本校担当部分は，その選定理由として「Web 上で講義や講演を聴く e－ラーニングに重点を置

いている点は，新しい教育手法への意欲的な取組と評価されます。」との高い評価を得ている。 

このテーマは本校の教員だけでなく全国５商船高専の人材が有機的に結び付いた結果である。更

に他校との交流を深め研究成果を挙げるために平成１７年に中華人民共和国青島大学との間に学

術交流に関する協定を結び（資料Ａ－１－②－１３），平成１８年には青島大学ソフトウェア技

術学院・高等職業技術学院とのあいだに第１回ジョイント研究シンポジウム ACOT1 を青島大学に

て開催している（資料Ａ－１－②－１４）。平成 19 年以降も毎年開催し，技術交流を深める予定

になっている。 

その他，外部資金等の獲得状況を資料Ａ－１－②－１５に示す。科学研究費補助金，共同研究，

受託金，奨学寄付金に関して，件数は少ないものの毎年着実に獲得している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 研究目標である美しい環境に恵まれた地域の特性を考慮し，環境に優しいテーマを中心に研究が

行われ，成果をあげている。また，商船高専独自の施設である練習船を活用した災害対策に関する

研究が行われ，地域の防災計画の一端を担っている。また，生涯学習相談に関しては，非常に多く

の公開講座を開催し，商船高専独自の施設と人材を利用した出前授業を行うなど，地域生涯学習に

大きく寄与している。更に，研究活動を通して教育の質向上に努める事に関しては，現代GPにおい

て平成１８年度に２件の課題が採択されるなど，外部からも高い評価を得ている。 

 以上のことから，研究の目的に沿った活動の成果が十分に上げられている。 
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資料Ａ－１－②－１   

  

環境に優しい研究のテーマ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 環境に優しい研究のテーマ一覧） 

 

 

資料Ａ－１－②－２ 

          練習船を利用した防災対策に関する研究のテーマ一覧 

 

（出典 練習船を利用した防災対策に関する研究のテーマ一覧） 

 

 

 

テーマ 代表者 外部資金導入状況 

太陽光エネルギーで航行する遊漁船 三原伊文 H15 年(株)サンシャイン九州本部

10 万 

太陽光発電の発電効率向上 藤井雅之 H15 年（株）原弘産 178 万 

舶用ディーゼルエンジンの燃費改善に

関する研究 

川原秀夫 H17 年(有)東亜エンジニアリング

30 万 

舶用ディーゼルエンジンの大気保全に

関する研究 

三原伊文 H17 年（株）ヤンマーエネルギー

40 万 

実船を利用した舶用ディーゼルエンジ

ンの燃費特性に関する研究 

岩崎寛希 H17 年（株）東京メカトロサービ

ス 30 万 

空気の流動化によるダム貯水池からの

円滑な粉体の排砂技術に関する研究 

尾形公一郎 H18 年 (財)中国電力技術研究財

団 164 万 

バイオマスからの高付加価値製品の実

用化開発 

古本啓二 H18 年 産業技術総合研究所中国

センター他 105 万 

テーマ 代表者等 特記事項 

海上無線 LAN を利用した小型船舶

対象の安心ネットワーク構築 
浦上美佐子 

科 学 研 究 費 補 助 金 若 手 研 究 (B)No 。

15700077 

無線インターネット装置とミニ FM

送信機による災害時の情報伝達シ

ステム 

浦上美佐子 

特許申請中 
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資料Ａ－１－②－３ 

 

（出典 2001年2月23日(金)読売新聞） 

 

（出典 2001年2月23日(金)防長新聞） 



大島商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 28 - 

資料Ａ－１－②－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成17年度山口県産学公連携セミナーｉｎ東京 発表資料） 
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資料Ａ－１－②－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 日本航海学会論文集 111 号 p.173 平成 16 年 9 月） 
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資料Ａ－１－②－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

(出典 特許出願説明資料抜粋) 
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資料Ａ－１－②－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 第5回(平成18年)大島商船高専学校教員研究講演会資料抜粋） 
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資料Ａ－１－②－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校ホームページ） 
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資料Ａ－１－②－９ 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校学校ホームページ） 
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資料Ａ－１－②－１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育工学学会論文（投稿予定・抜粋）） 



大島商船高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 35 - 

資料Ａ－１－②－１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 富山商船高等専門学校ホームページ） 
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資料Ａ－１－②－１２ 

 

大学等名 大島商船高等専門学校 

整理番号 6067 

テーマ番号 6 

テーマ名 ニーズに基づく人材育成を目指した e-Learning Program の開発 

取組名称 実学重視の e－ラーニングサイト構築と展開－即戦力となる実践技術者養成を

目指して 

取組担当者名 清水 聖治 

（取組の概要） 本取組では，e-Learning に対して全校的に取り組む。本校教育体制を支える

「商船教育」「工学教育」「共通教育」がそれぞれの特徴を活かし，特色あ

る 9 の e-Learning コース用のコンテンツを作成する。それらをサーバに蓄

積，オンデマンド配信するが，正規授業では，従来の教育方法と組み合わせ

て Blended Learning 的に利用する。そこで，一般教室等でも，これらのコン

テンツを利用することが必要であるので，必要最小限の情報基盤整備にも取

り組む。また，教育効果の調査により教育方法へのフィードバックを行う。

本取組の特徴は，産業界からの渇望されているより即戦力に近い人材の養成

にある。そのために， 「大型船に対する操船シミュレータ」等の実学コン

テンツの提供， 海技試験対策等の各種資格試験の合格率の向上， 英語運

用能力の向上を目指す。さらに 9 のコンテンツはモバイルエージェント技術

により有機的に結合して，より利用し易くする。 

（選定理由）  本取組は，商船高等専門学校の特色を考慮して学生教育に独創的に取り組

む内容を，全校的に組織を挙げて取り組んでいる優れた取組です。また，既

存の授業で実習に用いられているシミュレータとの効果的な Blended 

Learning によって，効果を挙げようとするなど，本成果が他の高専等の教育

方法改善の参考になると期待されます。 

 今後は，作成される教材を学生指導にどのように活用するかについての十

分な検討が望まれます。また，設置の整備が主でなく，e-Learning コンテン

ツの開発を中心に取組まれることが望まれます。 

 

 

（出典 平成18年度現代GP選定結果について（報告）文部科学省ホームページ） 
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資料Ａ－１－②－１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校ホームページ） 
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資料Ａ－１－②－１４ 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校ホームページ） 
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資料Ａ－１－②－１５ 

          科学研究費補助金採択状況    

        

平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年  

区分 

年度 

採択 

件数 
金額(千円） 

採択 

件数 
金額(千円） 

採択件

数 
金額(千円） 

基盤研究（C) 3(1) 4,000( 800) 2(1) 2,500( 300) 0 0

若手研究（B) 4(2) 4,800(1,000) 2(2) 900( 900) 3(1) 4,600( 400)

計 7(3) 8,800(1,800) 4(3) 3,400(1,200) 3(1) 4,600( 400)

                                                  （ ）は継続分で内数 

 共同研究 単位 千円 

   

 

区分 

年度 
平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年 

件数 2 4 1 

受入金額 1,700 1,450 1,500 

 

 受託研究 単位 千円 

   

 

区分 

年度 
平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年 

件数 0 1 2 

受入金額 0 520 1,310 

 

 奨学寄付金 単位 千円 

   

 

区分 

年度 
平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年 

件数 1 1 3 

受入金額 150 200 1,870 

 

 現代 GP 単位 千円 

 

 

区分 

年度 
平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年 

件数 0 0 2 

受入金額 0 0 26,381 

                            （出典 運営委員会資料）
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観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整 

備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 研究目的の一つである科学技術相談においては，研究活動等の実施状況の把握と改善を図っていく

ための体制として地域協力委員会のもとに地域協力センターを設置し，教員の研究活動に対する技術

支援体制の一元化や受託研究の受け入れを行い，地域協力委員会にて運営に関する審議をしている

（資料Ａ－１－③－１）。また，研究業績は本校紀要に掲載し，電子化しホームページ上で学外から

も自由に閲覧できるようにしている（資料Ａ－１－③－２）。更に，研究シーズ集を作成し科学技術

相談を受けやすくしている。 

また，研究活動推進面における校長室の占める割合は大きい。例えば，観点Ａ－１－①でも述べた

ように中期計画達成予算と称してヒアリングの後，研究費を補助する制度がある。これに関しては，

翌年度の６月に成果発表会（資料Ａ－１－③－３）を開き，予算が効果的に使われたかをチェックし

ている。 

研究目的のもう一つである生涯学習相談においては，公開講座・出前授業などをポスターだけでな

く，ホームページ上でも募集し，その様子も公開している（資料Ａ－１－③－４）。また，公開講座

ではその都度受講者に対してアンケート（資料Ａ－１－③－５）を行い，成果や問題点の把握に努め

ている。 

これらのことから，研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備

され，機能しているといえる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

地域協力センターが設置されており，改善を図っていくための体制が整備され，機能している。 
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資料Ａ－１－③－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 地域協力委員会議事要旨）

 

平成 18 年度 地域協力委員会 議事要旨 

１．開催日時 平成 19 年 2 月 1 日（木）15 時 55 分～16 時 45 分 

 

２．開催場所 地域協力センター 

 

３．出席者 平畑幸作（教務主事）辻 啓介（商船学科主任）松井利幸（情報工学科主任） 

      松田充夫（地域協力センター長）田村和彦（庶務課長）松浦政裕（会計課長） 

      山重宏幸（庶務課） 

  欠席者 奥野澄生（電子機械工学科主任）吉富知行（一般科目主任） 

      出川隆富（学生課長） 

 

４．議事要旨 

 

（1）地域協力センターの活動計画について（松田地域協力センター長） 

 

・地域協力センターの活動状況，および計画について報告があった。 

 （企業訪問キャラバン，産学技術交流会，地域協力活動の情報収集，研究会のあり方・ 

 専攻科活用，特許講習・インターンシップ等） 

・本校が，2007 中国地区地域協力センター長会議の当番校となっているので，開催に向け 

 て早めに準備をしたい。（9 月ごろ開催予定） 

・研究者マップについて，冊子版を作成中であり，今年度中に完成予定。HP への掲載は， 

 時間・予算等の都合で当面は難しいが，今後検討していきたい。 

 

（2）公開講座について（委員長） 

 

 ①平成 18 年度公開講座実施状況について 

・実施状況を報告した。（受講者数・満足度アンケート結果等） 

・受講者数の少ない講座については，内容を工夫して，受講者を増やす努力が必要。 

 

 ②平成 19 年度公開講座募集について 

・平成 19 年度公開講座料金及び名称について，高専本部監事監査での指摘事項（一般人向 

 けの公開講座は，受講料を減額して開講することは出来ない。減額で開講するならば「公 

 開講座」の名称を使用せず，「教養講座」等の名称で開催してもらいたい）を説明。 

・平成 19 年度公開講座に関しては，「公開講座」「教養講座」の２本立てで開催する。企画 

 募集の段階で，担当教員に「公開講座」「教養講座」の違いを説明し，どちらかを選ぶ形 

 にする。募集方法は，昨年度同様，メールにて全教員へ募集をかけ，学科長経由で庶務 

 課に企画書を提出（締切りは 3 月 2 日（金））とする。 

 

（3）出前授業について（委員長） 

 

 ①平成 18 年度出前授業実施状況について 

・実施状況を報告した。（件数，出前講師，出前先等） 

 

 ②平成 19 年度出前授業の募集について 

・昨年同様，メールにて全教員へ募集をかけ，学科長経由で庶務課に企画書を提出（締切りは 3 月 2 日

（金））とする。 
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資料Ａ－１－③－２ 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校ホームページ） 
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資料Ａ－１－③－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校ホームページ） 
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資料Ａ－１－③－４ 

 

 

 

（出典 大島商船高等専門学校ホームページ） 
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資料Ａ－１－③－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 公開講座アンケート） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 穏和な気候と美しい環境に囲まれた地域の特性を考え，商船高専独自の研究施設である練習船を

利用し，環境に優しい技術と災害対策を目指した研究が行われ，優れた成果を出している。 

・ 研究活動の目標の一つである生涯学習相談に対して，非常に多くの公開講座や出前授業をし，地

域貢献が積極的に行われている。 

・ 現代的教育ニーズ取組支援プログラムにおいて，平成18年度に２件が採択されるなど，研究成果

を教育に結びつける活動が非常に活発に行われ，外部からも高い評価を得ている。 

 

 

（改善を要する点）  

 該当なし 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

地域の特性と周辺環境を意識した特色ある研究を推進し科学技術相談を行う，練習船などの商

船高専独自の施設と人材を活かした研究を行い公開講座や出前授業を通して地域の生涯学習相談を

行う，を研究活動の目的とし，この目的達成のため，地域協力センター，練習船運航委員会，校長

室などの研究支援体制がある。 

この体制のもと，温和な気候と美しい環境が特徴である地域の特性を考え，環境に優しい技術

を目指した研究が多く行われている。また，高齢化が進み地震などの災害時には大きな被害が発生

することが予想される地域にあり，商船高専独自の施設である練習船を利用した災害対策に関する

研究が行われている。また，地域協力センター活動の一つの柱である「生涯学習相談」は，地域住

民に対する公開講座，小中学校を対象とした出前授業及び体験学習という形で提供している。この

中で公開講座数は全国の高専の中でも最も多い部類に属し，その分野は商船学や工学にとどまらず，

文化系や体育系の公開講座も行われ，学校をあげて多くの教員が研究成果を地域に還元する活動が

なされている。更に，現代的教育ニーズ取組支援プログラムにおいて，平成18年度に２件が採択さ

れるなど，研究成果を教育に結びつける活動が非常に活発に行われ，外部からも高い評価を得てい

る。 

研究目的の一つである科学技術相談においては，研究活動等の実施状況の把握と改善を図って

いくための体制として地域協力委員会のもとに地域協力センターを設置し，地域協力委員会にて運

営に関して審議をしている。校長室関係の予算では，成果発表会を開き，予算が効果的に使われた

かをチェックしている。研究目的のもう一つである生涯学習相談においては，様子をホームページ

上で公開し，受講者に対してアンケートを行い，成果や問題点の把握に努めている。 

  

（４）目的の達成状況の判断 

達成している。 
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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

 大島商船高等専門学校（以下，本校）は，山口県東部の屋代島（通称 周防大島）に位置し，平成１９年度に創立

１１０周年を向かえ，地域と長い歴史を持っている。本校は船員養成のみならず工業技術者育成にも力を注いでおり，

そのための教授陣および設備が整っている。その中で，長い歴史を共有する地域への貢献を目的として以下の事項を

挙げて実施している。 

１． 小中学生，一般市民を対象とした公開講座を推進する。 

２． 図書館等の開放，研究施設の開放を行う。 

３． 生涯教育やリカレント教育等の学習の場を提供するためのプログラムを整備する。（高齢者を対象としたＩ

Ｔ講習会等の開講等） 

４． ＩＴ要素技術の講習会実施と地域環境整備（ＩＴ関連）への働きかけを行うことによって地域への貢献をす

る。 

５． 出前授業等を行い小中学生との交流を図る。 

（本校 中期目標より） 

 以上の貢献により，本校が地域に受け入れられ，地域とともに発展してゆくことを目標として教育サービスの提供

を行っている。 
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２ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学

生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 大島商船高等専門学校（以下，本校）では，地域社会との連携は図る目的で本校地域協力委員会を

中心に公開講座及び出前授業を計画，実施している（資料Ｂ－１－①－１）。地域協力委員会では，

開催する公開講座及び出前授業の選定及び募集や実施状況に関する審議，次年度への改善の検討を行

っている（資料Ｂ－１－①－２）。地域との連携・交流，公開講座の実施スケジュール，図書館の一

般公開等は，本校ホームページ（資料Ｂ－１－①－３）及びパンフレットの作成，配布，地元周防大

島町の広報誌「広報すおう大島」等に掲載し，地元住民への周知を図っている（資料Ｂ－１－①－４，

－５）。 

 地域からの要請として，周防大島町教育委員会が主催するＩＴ講習会の開催に協力し，講師及びア

シスタントとして専攻科生を派遣している（資料Ｂ－１－①－６，－７）。また平成１９年度より柳

井市と協力して新たな公開講座を実施する。これにより地元周防大島町以外の近隣市町村との連携が

さらに進むと考えられる（資料Ｂ－１－①－８）。 

 

（分析結果とその根拠） 

 本校と地域との連携を目的として地域協力委員会を設置し，地域への教育サービス提供活動の一環

として地元住民を対象とした公開講座及び出前授業を計画的に実施していることがわかる。（資料Ｂ

－１－①－１～－５）。また地域の教育活動（ＩＴ講習会や文化講演会）への参加も行っている。よ

って学生以外に対する教育サービスを定期的に行っていることがわかる。 
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資料 B－１－①－１

出典：大島商船高等専門学校規則集
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資料 B－１－①－１（続き）

出典：大島商船高等専門学校規則集
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資料 B－１－①－２

 

出典：地域協力委員会議事要旨
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資料 B－１－①－２（続き）

提供：地域協力委員会議事要旨
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資料 B－１－①－３

出典：本校ホームページ
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資料 B－１－①－３（続き）

 

資料 B－１－①－３（続き） 

出典：本校 HP 
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資料 B－１－①－４

出典：本校 HP
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資料 B－１－①－5

出典：周防大島町 広報誌「広報すおう大島」，8 月号
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資料 B－１－①－６

出典：周防大島町ＩＴ講習会実施要領
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資料 B－１－①－７

 

出典：周防大島町広報「広報すおう大島」7 月号（2006 年）
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資料 B－１－①－８

 

出典：柳井市公開講座パンフレット
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観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっている

か。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 平成 18 年度における公開講座の開講数は 22 講座，参加人数は総数 257 名となっている（資料Ｂ－

１－②－１）。また，小中学校に出向いて行う出前授業は 9 授業を実施，多数の小中学生及び保護者

の参加があった（資料Ｂ－１－②－２，－３）。平成 18 年度における公開講座の実施状況報告，実

施後の改善及び次年度の実施に関する準備に関しては地域協力委員会会議で審議されている（資料Ｂ

－１－②－４）。 

 公開講座の参加者には講座後に満足度に関するアンケートを実施している。その満足度は，全講座

とも約８０％以上の満足度であるとの回答を得ている（資料Ｂ－１－②－５，－６）。また，地元周

防大島町教育委員会が主催するＩＴ講習会のアンケートにおいても参加者の満足度についてはおおむ

ね良好であるとの結果を得ている（資料Ｂ－１－②－７）。 

 

（分析結果とその根拠） 

 本校で実施される公開講座については，アンケートの結果より満足な内容であることがわかる。出

前授業は近隣の小中学校へ出向いて講義を行っており，これに対しても多数の参加者があることがわ

かる。これらのことから本校における公開講座及び出前授業は地域への教育サービスとして受け入れ

られ，活用されていることがわかる。 

 公開講座等の改善に対しては，地域協力委員会会議で審議され，参加人数の確保や講座料の変更等

が審議されており，システムとして機能していることがわかる。 
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資料Ｂ－１－②－１

 
出典：地域協力委員会会議資料，平成 19 年 2 月 1 日開催



大島商船高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

- 62 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料Ｂ－１－②－２

出典：地域協力委員会会議資料，平成 19 年 2 月 1 日開催
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資料Ｂ－１－②－３

出典：地域協力委員会会議資料，平成 19 年 2 月 1 日開催
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資料Ｂ－１－②－４

出典：地域協力委員会会議議事録，平成 19 年 2 月 1 日開催
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資料Ｂ－１－②－４（続き）

出典：地域協力委員会会議議事録，平成 19 年 2 月 1 日開催
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資料Ｂ－１－②－５

出典：公開講座のアンケート
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資料Ｂ－１－②－６

 

出典：地域協力委員会会議資料，平成 19 年 2 月 1 日開催
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資料Ｂ－１－②－７

出典：周防大島町ＩＴ講習会のアンケート
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 平成１８年度においては２２の公開講座および９の出前授業を開催し，いずれの講座および

授業おいても多数の参加者があったこと。 

・ 公開講座及び出前授業の内容はバラエティーに富んでおり，また本校の豊富な経験を持つ教

授陣，設備を存分に利用している。 

・ 公開講座参加者のアンケートにより，内容的においても十分参加者のニーズを満たしている

ことがわかる。 

 

（改善を要する点）  

   該当なし 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

 本校は地域と長い歴史を持っており，船員養成や工業技術者育成のみならず長い歴史を共有する地

域への貢献が非常に重要である。よって地域貢献を目的とした小中学生，一般市民を対象とした公開

講座や小中学生を対象とした出前授業の実施を行っている。その中で公開講座は２２講座，出前授業

は９授業を開催している。参加者のアンケートにより内容的にも満足していることが伺える。 

本校の公開講座及び出前授業は，地域協力委員会で講座の内容，実施時期及び参加費用等が審議さ

れる。また参加者のアンケートの集計等も委員会が行い，次回への改善の参考資料としている。 

また，地元周防大島町教育委員会が主催するＩＴ講習会への教員の講師派遣及びアシスタントとし

ての専攻科生の派遣，さらに近隣の柳井市が行う公開講座への教員の講師派遣など，近隣市町村との

連携も増えつつある。 

以上のことにより，本校では学生以外の教育サービス，特に地域連携を目的とした多数の公開講座

および出前授業を開講していることがわかる。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

達成している。 
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